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ホタテガイ垂下養殖実態調査 ⅠⅠ
(昭和58年10月)

青山 禎夫 ･田中 俊輔 ･平野 忠 ･仲村 俊毅 ･正立 彰夫 (水産増殖

センター)富永 祐二 ･苫米地昭一 ･塩垣 優 ･伊藤 良博 (青春地方水

産業改良普及所) ･西山 勝蔵 ･川村 幸一 ･長津 秀二 ･中西 広義

(むつ地方水産業改良普及所)小川 弘毅 ･佐藤 敦 ･坪田 哲 ･

三戸 芳典 ･佐藤 晋- (漁業振興課)

年 2回 (春､秋)実施 している垂下養殖実態調査の秋期分調査を実施した｡実施項目は養殖貝実態

調査と養殖数量調査である｡

春期養殖実態調査 (5月)と今回の調査 (10月)との間に､夏期を中心に生産現場において椎貝の

大量へい死現象がみられた｡この原因は ｢ホタテガイの生理的活力の低下が主因である｣とみられて

おり､その影響がどの程度のものであるかを全湾規模で確認することも重要な課題となった｡

1 養殖具実態調査

調 査 内 容

(1)調 査 期 間 :昭和58年10月17日から21日までの5日間

(2)調 査 場 所 :陸奥湾内 (平舘村～脇野沢村)12漁業協同組合地先

(3)調査対象貝 :昭和58年および57年産ホタテガイ

(4)調査対象者 :調査点､調査個体数 :義-1のとおり

(5) 調 査 方 法 :全養殖漁業者の5%を基準に無作為抽出した調査対象者のホタテガイを沖どり調査

した｡ (原則として1人4点)

義-1 調査対象者 ･調査点 ･調査個体数

産 年 方 法 .用 途 ※ 1調査対象者数 (人) 調 査 点 数 (点) 調査個体 数

(個)57 丸 篭 20 2

4 2,887年 パ ー ル ネ ッ ト

17 30 3,006産負

耳 づ り 37 51 7,972

小 計 68 105 13,86

558 養 殖 用 78 106

12,579年 地 ま き 用 2

4※ 2 27 5,609産負

そ の 他 5 8 2,369

小 計 85※ 2 141 20,557合 計 85※ 2

246 34,422※1:方法､用途には重複あり



調 査 鈷 果

地区別の半成月 (57年産貝)と椎貝 (58年産貝)のへい死率､異常貝出現率を昭和53年以降の結果

と共に表-2に示した.また､養殖方湖 臓吉黒を表13に､組合別の58年産椎貝の結果を表-4-(1)

～(3)に､57年産半成月の結果を義一5に示した｡

義-2 地区別 ･へい死率及び異常貝出現率の年度別推移

(単位 :%)

貝の種類 調査年度 上 磯 地 区 青 森 地 区 平 内 地 区 上 北 地 区 下 北 地 区
全 湾 平 均へい 異常貝 へしヽ 異常貝 へい 異常月 へい 異常貝

へい 異常貝 へい 異常貝死率 出現率 死率 出現率 死率

出現率 死率 出現率 死率 出現率 死率 出現率半 成 貝(前 年 58 5.0 2.4 20.2 12.1 27

.5 ll.7 34.3 21.5 25.8 24.9 25.3 13.557 4.2

3.8 30.7 27.8 7.5 6.0 8.8 8.4 2.8 5.3 9.9 8.356 63.4 30.0 55.1 34.4 19.5 12.9 27.0 15.7 47.5 16.9 30.9

15.955 15.7 ll.4 29.2 16.5 35.4 20.3 17.2 13.6 l

l.3 ll.3 25.6 ll.854 36.7 17.5 23.1 8.2 21.0 7.3 20

.7 13.9 18.8 13.8 24.0 10.5産 貝 ) 53 91.8 66.7 56.3 6.8 35.1 ･4.3 46.7 16.2

ll.7 1.7 38.2 6.052 53.1 41.0 93.3 73.1 74.7 42.1 85.8 73.

4 80.1 70.4 79.9 52.7陸)へい死率 : ×100(%)
異常貝出現率 :死月数 ､ノ.̂ ,̂刀/､ 円.q日日.T日出 異常月数謁査月数 ′

'▲vv＼ルノ バrT'〈H,Jb† ● 生月数 ×100(%)貝の種類 調査

年度 上 磯 地 区 青 森 地 区 平 内 地 区 上 北 地 区 下 北 地 区 全 湾 平 均へい 異常貝 へい 異常貝 へい 異常貝 へい 異常貝 へい 異常貝 へい 異常貝死率 出現率 死率 出現率 死

率 出現率 死率 出現率 死率 出現率 死率 出現率椎 貝(当 年 58 12.0

7.8 15.9 ll.9 ll.2 20.7 10.3 32.4 5.5 23.2

8.0 22.557 6.5 12.4 7.1 24.0 3.2 21.5 3.1 4.7

2.9 4.5 4.3 14.956 1.7 3.1 4.7 3.0 1.2 1.1 2

.0 0.4 1.1 0.6 2.0 1.355 2.0 0.4 12.7 0.7 6.5 1.6 7.7 1.5 8.5 2.

3 7.1 1.254 18.6 3.2 16.8 4.9 9.1 8.0 1

3.1 7.5 9.8 2.4 ll.4 3.7産 貝 ) 53 47.0 6.4 16.5 3.2 15.2 1.0 15.8 0.8 18.7 0 18.6

1.6地区別所属漁協 平舘村 .蟹田町 .蓬田村 後潟 .青森市 平 内 町 野 辺 地 町横 浜 町 む



(9)

このように､前年調査に較べて成績が低下し 90

たことは58年5月の調査 (前項で報告)でへい 平 80

宛率､異常貝出現率が増加していたことの当然 均 70

の反映とみなされる｡

成長については､平均殻長8.6cm､平均全重

量77.7タで前年のそれぞれ8.1cm､63.7才に比

べてよかった｡ここ数年間の平均全重量の推移

を図-1に示すが､耳づりの成長回復が丸篭や

パールネットと較べてまだ昭和55､56年のレベ

ルまで達していない｡また､養殖方法別の全重

量組成は図-2のとおりであった｡

養殖方法別の収容数と垂下連の間隔をみる

と､丸篭は11個/段 (68m)､パールネットは

14個/段 (51m)､耳づりは150個/逮 (61m)

となっている｡丸篭とパールネット1段あたり

の収容数は前年に較べそれぞれ1･2個減少し

たが､耳づりは1連あたり16個増加した｡これ

らのことから､幹綱 lnあたりの垂下個数を求
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めると､丸篭は158個､パールネットは225 出

個､耳づりは267個となり前年のそれぞれ170 現

個/n､203個/7n､209個/nに較べると丸

篭以外は数が増大 しており､耳づりにおいて特

にそれが目立つ｡ (図-3)

養殖篭および貝への付着物はムラサキイガ イ

とキヌマトガイが主なものである｡これらの付

着物重量は､丸篭､パールネットおよび耳づり

1連あたり平均4.0kg､5.4kg､7.4kgで前年

調査の5.7kg､6.0kg､4.0kgと耳づり養殖に

おける付着物 (ほとんどがムラサキイガイ)が

多くなっている｡

2) 58年産貝 (椎貝)

へい死率および異常貝出現率は全湾平均で8.0

%､22.5%となり (分散済みのもの)､いずれ

も前年調査の4.3%､14.9%よりも大幅に増加

した｡地区別のへい死率は青森地区が15.9%で

最も高く､異常貝出現率は上北地区の32.4%が

最も高かった｡
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図-1 養殖方法別平均全重量の推移
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個/m

用途別に分散済みの椎貝をみると､養殖用のへ

い死率が9.4%､異常貝出現率が17.9%､地ま

き用はへい死率が7.3%､異常貝出現率が25.2個

%となっている｡

58年産椎貝におけるへい宛率および異常貝出

250

200

現率の高さは､59-60年の養殖生産と60-61年 数 150

の地まき生産への影響が必至と思われる｡

パールネット1段あたりの椎貝収容数の頻度

分布を図-4に示した｡平均収容数は養殖用で

22個/段､地まき用で61個/段となっており､

垂下連の間隔から幹綱 1nあたりの垂下個数に

換算すると養殖用が381個/7n､地まき用が784

個/nとなる.

56 57調 査 年

度 58年度図-3 幹綱 17

nあたりの垂下個数(秋調査)これは県の指導規準である養殖用200個/7n､地まき用500個/7n(年

内放流 ･春放流は300個/n)より多くなっている.貝の大きさは､平均殻長3.2n､平均全

重量4.0グ (いずれも分散済みのもの)で､付着時期が早かったことが作

用 して前年の3.0cm､3.3才を上まわっていた.これらの全重量組成を図-5-(1)に､用途別 (養殖用､地まき用)の組成を図-5-(2)に示

した｡率(
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2 養殖数量調査

調 査 内 容

(1) 調査期間 :昭和58年10月

(2)調査対象貝 :昭和57年および58年産ホタテガイ

(3)調査方法 :全養殖者から10月1日現在の保有数量を聞き取り調査

調 査 結 果

保有数量調査結果を義一6に示す｡

養殖業者数1,785人 (■1組合)で22,503ケ統の施設を保有 している｡

1) 57年産貝 (半成貝)

1,342人が1億 3千万個保有しており､その内訳は耳づりが8千万個 (63%)､パールネットが

3千万個 (22%)､丸篭が2千万個 (15%)となっている｡

耳づり養殖の割合が依然として高いが､前年の73%からみると少しその割合がさがってきており､

篭養殖への移行現象が進行しはじめている｡

地区別にみると､平内､上北地区が耳づり､下北地区が丸篭､青森地区がパールネット､上磯地

区がパールネットと丸篭による養殖を主体としている｡

2) 58年産貝 (椎 貝)

全体で6億個保有している｡用途別では養殖用が3億 3千万個 (54%)､地まき用が2億個 (34

%)､残りは販売用椎貝3千万個､半成貝販売用 4千万個となっている｡

ま と め

(1)近年のへい死率､異常貝出現率の増大と異常貝の出現サイズの小型化､更に耳づり養殖貝の成長

低下現象は､ここ数年来進行 してきた漁場行使密度の高まりが背景となってホタテガイの生理的活

力が低下してかていることに主因があるものと思われる｡

従って､全湾が一致して適正な漁場行使を進め全湾規模での漁場管理体制を整備 し､さらに養殖

技術の適正化を進めていくことによって安定生産体制を築いていく必要がある｡

(2) 58年産椎貝の異常貝出現率がきわめて高い事態に対応して､今後の養殖方法としては県が示 して

いる養殖基本型の中の次善法によって､59年春以降のへい死率をできるだけ押えることが望まれる｡

(3)地まき用椎貝については､異常貝の割合が高いことから放流後の生残率が懸念される状況にある｡

放流にあたっては従来以上に放流貝のチェックを厳密におこなうとともに､放流適地の厳選と適

正放流密度 (6個以内/1Ti)での放流が必要とされる｡
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義-3 養殖方法別結果

-

)
2
9
-

()は57年秋の調査結果

貝 の種 類 区 分 調 査 点 へ い 死 率 異常貝出現率 平 均 殻 長 平 均 重 量 収 容 数 連 の 間 隔 幹網 17

花当りの 塀 客 数半成月 丸 篭 30(23) % % cm グ 個/段 cm 個21.4(12.1) 19.7(9.4) 8..5 (8.2) 78.5(66.1)

ll(12) 68 (72) 158●(170)(57年 パ ー ル ネ ッ ト 24(24) 14.7(17.5) 7.8(10.1) 8.8 (8.1) 8

0.9(58.7) 14(16) 51 (55) 225(203)産貝) 耳 吊 り 51(74) 30.7(7.3) 14.8(7.6) 8.5

(8.0) 75.6(64.6) 150(134) 61 (64) 267(209)計 〔平均〕 105(121) 2

5.3(9.9) 13.5(8.3) 8.6.(8.1) 77.7(63.7) - 61 226椎 貝(58年産貝) 秦 地元産 .分散済 72,(9

7) 7.5(4.4) 15.2(18.5) 3.2 (3.1) 4.3(

3.5) 23(24) 54 (54) 408〃 未分散 16 55.5 1

0.3 3.2 4.1 75 47 1,439殖用 他 地 区
産 .分 散 済 18 18.2 32.1 3.0 3.5 15 44

276小計 】分散済 90 9.4 17.9 3.2 4.1 22 52 381計 〔平 均〕 106 14.0

17.6 3.2 4.1 30 51 541也 地元産.分散済 21(49) 7.3(4.0) 25.2(7.1) 3.1(2.9) 3

.8(3.0) 61(52) 65 (63) 784普き用 〃 未

分散 6 44.3 9.4 3.0 3.4 110 55 1,7

99計 〔平 均〕 27 9.4 24.6 3.1 3.7 72

63 1,009そ 地元産.分散済 2 3.1 12.7

3.2 3.8 35 51 521の 〃 末分散 6 60.2

4.2 3.0 3.2 110 58 2,050他 計 〔平 均〕 8 39.8 9.1 3.0 3.3 105 57

1,668計 分 地 元 産 95 7.3 21.9 3.2 4.1

32 57 473/(＼ 散 他地 区産 18 18.2 32.1 3.0 3.5 15



義-4-(1)組合別58年産椎貝の用途別結果

漁 支協 所 養 殖 用 地 ま き
用詞 収 幹収 へ 異J9 戟長 重量 調 収

幹収 へ 異 戟長査点数 客数(@Xa)柄X *当り数 い死率 吊負出現率 査点数 容数潤 / 柄& *当り数 しヽ死率 常負出現率(個) (%) (%) (

7n) (g) / (個) (%) (%) (TTL)平 舘 村蟹 田 町 8 36 887 15.3 6.9 2.

4 1.8蓬 田 村 4

17 293 6.2 9.3 3.0 3.5後 潟 4 14 239 3.3 8.9 2.9 3.2育森市 奥 内油 . 川沖 館青 森造 道 21 1039 165867 029.9

7.28 3.63.1 5.44.2 2

1 6446 1,.016537 27.923.9 6.132.0 3.12.6原 別 1 36 519 9.3 22 3.4

6.0野 内 2 21 384 4.0 14.4 3.4 5.3久 栗 坂 1 17

298 15.7 32.5 3.4 4.7 2 22 406 4.6 ll.0 3.7小 計 7 22 397 21.6 ll.7 3.4 5.2 5 44 676 18.6

13.4 3.2平内町野 辺 土 屋 3 1

6 250 5.8 17.5 3.5 4.9 33 4747 623623 ll.9ll.9 15.515.5 3.23.2茂 浦 7 18 2

63 4.8 ll.6 3.5 5.3浦 田 3

16 454 4.5 8.1 3.3 4.1束 田 沢 2 14 211 12.4

17.7 3.1 3.8小 湊 2 15 208 6.9 14.4 3.0 4.3

滑 水 川 4 18 252 8.0 14.6 3.2 4.2小 計 21 16

276 6.1 14.0 3.3 4.6地 町 8 18 325 1.3 13.8 3.6 5.3 1 58 1,06

0 15.4 64 3.2横 浜 町 5 19 276 6.3 36.0 3.5 5.3 5 7

3 1,m1 16.4 37.5 3.0む つ 市 2 19 265 7.4 20.3 3.3



(地元産貝で分散済みのもの)

そ の 他 平

均重量 調 収 幹収 へ 異a ▼長 重量 調 収 幹収
へ 異 戟長 重量査点数 客数(@Xa)柄&*当り数 い死率 吊負出現率 査点数 客数､(‰ 柄n *当り数 レヽ死率 常負出現率9) (個) (%) (%) (a) (g) (個

) (%) (%) (CⅦ) (9)3.62.35.6 1 25 354 7.9 28.5 3.6 4.9 3

30 435 15.2 23.3 3.1 4.24.1 1 25 354 7.9 2

8.5 3.6 4.95.0 6 32 436 7.

3 17.0 3.3 5.05.0

3.83.4 1 45 687 2.2 10.0 2.7 2.6 10 46 6

44 13.0 37.0 3.3 4.43.6 6 64



義-4-(2)組合別58年産椎貝の用途別結果

漁 支協 所 養 殖 用 地 ま き 用調査点数 収容数(J‰ 幹収柄&*当り数 へい死率 異常負出現率 ▼長 重日里 調査点数 収容数灯‰ 幹収柄7n*当り数 へい死率 異常負出現率 戟良(個) (%) (%) (a) (9

) (個) (%) (%) (a)平 舘 村蟹 田 町蓬 田 村後 潟 22 5660 82074277.015.6 2.510.8 3.32.8 4

.23.0 4 110 1,90555.1 7.7 3.0三E日蘇

市 奥 内 4 95 2,07670.0 4.0 3.3 4.3油 川沖 館青 森造 道原 別野 . 内久 栗 坂 21 66131 1,2603,05728.977.6 5.7

2.2 3.13.7 3.55.8小 計 7 92 1,98364.7 4.3 3.3 4.3

平内町 土 屋茂 浦 1 38 76064.9 2.5 3.4

4.6浦 田 1 89 1,42485

10.0 3.6 5.7東 田 沢小 湊情 水 川 1 103 1,80837.4 24.0 2.6 2.4小 計 3 77 1,33163.1 12.4 3.2 4.2野 辺 地 町横 .浜 町む つ. 市田

名 部川 内 町



(地元産貝で未分散のもの)

そ の 他 平

均重量 調 収 幹収 へ 異 戟長 重量 調 収 幹収
へ 異 殻長 重量査点数 客数灯‰ 柄&*当り数 い死率 常負出現率 査点数 客数(m%fkm)網n*当り数 い死率 常負出覗率(9) (個) (%) (%)

(cm) (9) (個) (%) (%) (a) (g)3.2 6 128 2,05060.2

4.2 3.0 3.2 8 110 1,83661.8 4.1 3.1 3.4



義-4-(3)組合別58年産椎貝の用途別結果 (他地区産で分散済みのもの)

漁 支協 所 養 殖 用調 査 点 数 収 容 数(個/段) 幹綱 ln当り収 容 数(個) へ い死 率(%) 異 常 貝出 現 率(%) 殻 長(cm)

重 量(グ)平 舘 村磨 田 町蓬 田 村後 潟

二≡l三日森市 奥 内池 川沖 館青 森造 道

原 別野 内久栗坂

小 計平内町

土 屋茂 浦浦 田 7 14 343 6.5 23.4

3.0 3.4東甲沢 5 17 237 25

.5 27.9 3.1 3.5小 湊 4 14

216 19.2 51.3 2.9 3.8情水川 2 17 265 12.2 33.1 3.0 3.4

小 計 18 15 276 18.2 32.1 3.0 3



I

義一5 組合別57年産半成貝結果

-
ー
∽
∽
-

漁協 .支所 パ ー ′レ ネ ッ ト 丸 篭 耳

吊 り調 査点 数 収 容 数(個/段) へ しヽ死 率(形) 異常月出現率(形) 殻 長(cm) 重 量(●g) 調 査.a k 収 容 数(個/段) へ しヽ死 率(形) 異常貝出現率(形) 窟 長(cm) 重 量(g) 調 査点 数 収 容 数(個/倭) へ しヽ死 率(形) 異常月出現率

(形) 髭 長(em) 重 量(g)平 舘 村蟹 田 町蓬 田 村 5 12.3 5.2 2.6 9.0 79.9 21 ll.313.4 5.50.7

2.40.0 8.99.4 80.295.0後 潟 4 10.6

5.5 1.2 9.4 99.4 2 10.1 1.0 24.1 9.0 85.0育蘇市 奥 内油 川沖 館青 森造 道原 別野 内久栗坂 411121 16.117.521.118.612.07.1 29.933.68.913.45.538 19.78.018.014.05.59.7 8.78.48.58.59.09.2 75.868.769.070.095.093.0 1 10.2 43.1 51.7 8.6 76.6

3 135 17.7 4.1 8.2 68.5小 計 10 15.3 22.3 13.6 8.7 79.4平内町 土 屋茂 浦 11 20.612.1 29.75.9 8.02.0 8.88.0 80.071.1 21 ll.512 1.02.5 0.98.0 8.38.6 66.478.9 2 205 29.1 8.9 8.8 82.2浦 田東田沢小 湊滞水川 3 13.4 5.5 1.5 8.6 66.4 68510 185129159162 17.933.823.542.0 13.8ll.5

9.915.3 8.88.48.38.4 78.772.675.672.9小 計 5 14.6 ll.9 2.9 8.5 70.1 3 35 1.5 3.6 8.4 70.5 31 160 29.7 13.0 8.5 75.0野 辺 地 町横 浜 町む つ 市田 名 部川 内 町脇 野 沢 村合計 .平均 24 13.7 14.7 7.4 8.8 80.9 46ll30 ll.810.3ll.4ll.2



義-6 保有数量調査結果

漁 協 .支 所 経 営 体 数 保有施設数 57

年 産販売済数量(57年 5月以降)

保 有 数ノヾ - ル ネ ツ ト 丸

篭 耳 吊 り人数 数 量(万個) 人数 数 量(万個)

人数 数 量(万個)平 舘 村 77 1,091 534.1 2062 138682 22 148蟹 田 町

79 1,170 2,037 ll 30

蓬 田 村 73 1,354 1,447.7

33 122後 潟 50 599 859 1 1 37 154.4育蘇

市 奥 内 75 718 55

3 60 622 25 37 115 1060.7

油 川 31 209 109 2 6沖 館 ll 54 1.1 5 13青 森 2 2

6 2.8 1 10造 道原 別

野 内 101735 95162261 29.116.641.6 22

9 16129.5久 栗 坂 48 554 361 3 3.4小 計 229 2,079 1,114.2 102 799.9

7 10 16 70.7平内町 土 屋 65 722

89.4 3 10 795 48817 4 13茂 浦 9

0 1,032 1,409 72 346 38

111浦 田 104 1,240 2,958 104

546 104 781東 田 沢 130 2,094 1,083 57 26

2 115 1,380小 湊 193 2,881 2,293 191 836

滑 水 川 a)0 1,826 202 200 2,655小 計 782 9,795 8,034.4 236 1,164 84 505 652 5,776

野 辺 地 町 175 1,343 510.9 6427 292,813.9 4 7 168 1,450

横 浜 町 98 1,719 618.5 2 13.6 9214 733.938.6

む つ 市



(昭和58年10年 1日現在)

58 年 産 貝

養 殖 用 地 まき用 移 出 用(種 苗) 半成貝販 売用(食 ~用)

計計人 数 数 量 人数 個 数 人数 個 数 人数
個 数 人数 個 数 人 数 個 数(万個) (万個)

(万個) (万個) (万個) (万個)33 286 34 4

08 66 947 73 1,738 77 2,146ll62 30804

7966 1,975966 7945 1,9751,91337 155.4 45 934 45 220 1,154

60 632 71 760 24 72 224 72162 74 1,413 74 2,1ケ32 6

13 220 251 37550 2

6 1,3887 16 7 24.8 ll 275

ll 299.81 10 1 120 2 39.5

2 159.5229 16129.5

2 97.2 6 365 8 512.2

10 82 17 573 128 20308 17 73732 380 29 522 34 90219 71.1 30 301 42 60

7 45 1,216120 880.6 166 1,985 131 2,453.5 26 783 12

9 2,166 217 7,387.55 23 65 2

,001 65 470 89 495 65 2,

47190 945 90 2,270 90 2

,270104 1,327 104 2,866 104 2,866

115 1,642 115 2,645 115 3,140192 853 193 4,557

193 4,557200 2,655 200 3,640

200 3,610706 7,445 767 17,979 65 47

0 89 495 767 18,944170

1,457 167 2,608 144 1,866 791106 2,26653,054 10 176 172 4

,47494 747.5 95 2,430 97 4,198 97 8,89423 167.6




